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ソノレパイ ト レーノレは熱処理することによりレーノレ鋼の組織変

化を行ったものであるが，一方鋼見の冷却速度を加i戒すること

により組織の安定をねらったレーノレがある。 CCν ーノレ (control

cooling rail) または徐冷レールと称されるもので，取nïJiレーノレ

とはJRなるが鋼が熱により組織の変化する過程を利用して， ~

切なレーノレを製作するのを面的としている。すなわちレール鋼

材を空冷すると (1) 鋼材内各点の1高度変化が，時間的にずれ

ることによって内部に熱応力を生ずる (2) 鋼材温度の低下に

伴ないガスが析出する (3) 高慌で変態を完了しなかった部分

が，低m.で変態するため熱応力を生ずる。これらにより生ずる

内部きずを防止するため冷却速度を1J日 i威して徐冷し， 空冷によ

る恕彪聖書を除いてある。

その作業はサ γ ドパ ー グ (Sandberg) 法， マッキイ (Mackie)

法等街々あるが，最近わが国で行った方法としては， 540-

350' C ま で通常通りの冷却を行ってから，つぎに絶縁された~

総内に入れ，レールのもっている熱を利用して 150 ' C ま で徐冷

し，っき.にホットベット上に取出して空冷することが行われた。

一一」レーノレ。(沢閏謙二)

こうとうちょたん 港頭貯炭 絞出港における石炭で尚僚を

待っているものをいう。

l貯炭は他の商品の在庫に相当するものであって，その所在す

る幼所によって山元貯炭， 港頭I~[ l!是，市名品貯炭， 工場i狩炭等に

分けられる。その中で港頭Jtÿ炭は配l lli r)Æにある JtT炭のみをいい，

石炭を荷働げする港にある貯炭は浴頭j貯炭とはいわない。また

海岸炭坑の坑所貯炭はz 場所的には高~l出港にあるが， 浴頭Jtî' l!R:

ではなく，山元j守政である。(加藤礼三)

こうとくせん 高徳線 高徳本線とこれから分岐する鍛冶屋

原線および鳴門線との総称。線名は両端地高松，徳島両市の頭

文字をとった。(森悌寿)

こうとくほんせん 高徳本線 高松駅から瀬戸内海にそって

志度，板野， ì也谷の各駅を経て徳島本線佐古駅に至る 73.1km

の線。尚徳線に隠し線路等級は丙線である。

大正 14 ・ 8 高松 ・志度|凱開通， 高f忠線と l呼称，昭和 3 ・ 4 引閉まで

Ufl通。また昭和 8 ・ 7 阿波鉄道株式会社所属の板商 ・ 佐古1M!を質

収，昭和 10 ・ 3 引回 ・ 板illï(現在の板野) 1首1の開通と同時に高松 ・

佐古|簡を高徳本線と改めたものである。(森悌寿)

こ うない 構内 (英)yard 国鉄では停車場締内のことを略し

て構内といい， これには 2 つの意味がある。 1 つは広い意味で

停車湯舟地内をいう。たとえば栴内営業というのはこの怠味で

ある。他方は狭い意味で，列車の発着， または列車の分解 ・ 組

成 ・ 組替 ・ 車両の入換等， 列車の迎転に関する業務を行うため

に設けられた一定の地域をいう。後者の場合には停車場区域内

の本線，側線，ハソプ，信号扱所，従事員詰所等と，その付近

の土地を指す。ホ ー ムはこのな味では権内の境界にあるが， こ

こでも列車の運転を取扱うという窓味で， 情内の一部と考えて

よい。(山岸助六)

こうないうんそう 構内運送 駅の桝内において貨物を巡送

することをしづ。駅の構内に隣接する会社または工場あるいは

材料恒場，砂利採取場等の相互間に貨物を運送するもので奥例

取扱の-flJìである。椛内運送の巡l.'tは運賃計算キロ 程を 5km

として計算する。構内運送貨物を貸主が手抑し(貸主のjfi}j力 111

を含む)で運送するときは運賃は 5 割減とする。 この貨物の述

こうないえい

i互の最低額は 1 口につき 1 ，300 円である。(中尾稲三)

こうないうんでん 権内運転 (英) operation in yard {.亭

車場内で定例の入決を行う場合，操1)[掛の誘導を受けないで車

両を運転するときの巡転方式をいう。車両入換の場合は操車併

の作業計図によってfゆかなければならないので，誘導を受けな

ければ機関士は五I!転することができないが， 併内巡ip，互の i場合は

機関士が入換信号~の信号の指示にしたがって'!m立してJili転す

るものである。現在貨物運送のみをなす区間が 1 停車場開て'あ

る場合は，鉄道管理局長が指定して列車を榊内巡転の方式によ

って運転することができることになっている。(三和述人~、)

こうないえいぎょう 構内営業 国鉄の駅緋内， 列車内また

は鉄道連絡船内において，旅客 ・ 公衆を対象として営む営業で，

これを業主Eにより大別すると ， 青年内旅客営業， WI内公衆営業，

権内旅客運送営業および列車食堂営業の 4 極となるが， さらに

これを分類すれば，

l 構内旅客営業

( 1 ) 立売蛍業 以来降場において，物品の立売l販売を行う L駅

構内立売営業1 および列車または鉄道連絡船内において，物品

の立売販売を行う L事船内立売営業1

(2 ) 手回 り品五lH般営業 駅構内において，旅客の依頼する手

回り品を巡織する営業

(3) くつみがき営業 駅構内に設備を設けて， <つみがきお

よびくつの小修絡を行う営業

(4) 出応援 駅情内または鉄道連絡船内に 15m ' 以内の店

舗または位台を設けて，旅客に物品の販売をし， または簡単な

飲食をさせる営業

(5) 携郁品-11寺預り営業 駅構内に店舗を設けて ， 旅客の依

頼する物品を一定期間保管するこ とを業とするもの。

(6) 店舗i営業 駅附内または鉄道連絡船内に 15m' をこえる

店舗を設けて，物品の販売を行う営業 ・ 旅客に飲食を提供する

営業または理容 ・ 浴場業等これに類するサーピスを提供する営

業

(7) 雑営業 駅構内，列車内または鉄道連絡船内において

営む営業で， 前各号に掲げる以外のもの。たとえば両替業， :!.'t 

いす業， メッセソジャ ー等

2 鰐内公衆'~業 駅構内において， 旅客および公衆を対象

として営む営業でらるが， これは主として キ 民衆駅内における

営業またはこれに類する営業で， 国鉄が旅客擦過上常時指導 ・

監督する必裂がないと問、めるものにかぎられ， その営業主E 自に

はつぎのようなものがある。

( 1 ) 店舗岱業 駅間内に一定の店舗または営利事業のための

事務室を設けて行う営業

(2) 貸室営業 駅限内に店舗 ・ 事務室等としての施設を設け

て，これを他に1'ì1tすることを業とするもの。

(3) 雑営業前各号のいずれにも民さない営業

3 構内旅客五I!送蛍業 駅構内に自動車その他の采物を常時

乗り入れし，旅客または公衆を運送する営業をいい， これに局

するものには，っき'のよ うなものがある。

(1) 自動車~業 タクシー営業およひ.乗合自 ífljJlji営業

(2) 馬車(馬そりを含む)営業

(3) 人力車(そりを含む)営業

(4) 厚生率営業

4 列車食堂滋業

以上のとおりとな っ ているが，これらに関する出版， 承認，

指導監管，構内1E;業料金徴収等については，すべて昭和 29 ・ 7 日

本国有鉄道公示第 172 号によって制定された，日本国有鉄道m
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